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｢分離技術シリーズ｣ の継続刊行に当たって

研究開発とは，新しい原理や現象を発見することばかりではなく，原理・現

象は既知であっても新しい方法を案出するとか，あるいは新しい組み合わせを

創案することによって，新しい技術，商品，品質，機能，用途，方法等々を創

出することである．

本会は主に化学品の製造に関わる分離技術を包括的に扱う専門の学会である

が，研究者・技術者を糾合して正に関連分野の研究・開発の進展を目指し，急

激な変化に対応しようと心がけている．

すでに何冊か刊行された本シリーズのなかには，本会会誌 ｢分離技術｣ 誌に

掲載された論文によっているものもある．しかし，論文に記載された技術を取

捨選択し，それらの組み合わせを考えて執筆されたものであるから，上述の視

点から成書としての価値は高いといえるであろう．

さて，最近あらたな構想のもとに，本委員会よりいろいろな分野の権威者に

執筆を依頼し，本シリーズに書き下ろしの著作物が加えられることになったの

は誠に慶賀に堪えない次第である．分離技術の益々の発展に寄与することは勿

論，読者諸兄姉に研鑽のお役に立つものと信じている．

分離技術シリーズ出版委員会

委員長 白 石   浩



は じ め に

分離という操作は，私たちの日常生活(調理など)や社会生活(医療など)の裏

方として機能する一方，化学産業やエネルギー産業など多くの産業を支える柱

になっている．このような産業の中核技術に位置づけられる比較的大規模かつ

汎用的な分離技術を「化学工学的分離」と呼ぶことにするが，それらの技術の

根幹をなす基礎と原理はいつの時代でも何ら変わるものではない．したがって

その基礎と原理を知ってはじめて，産業社会ひいては人類社会に役立つ技術の

改良と革新が可能になるし，さまざまなトラブルにも縦横に対応できる．

化学工学的分離の基礎と原理を理解するには，扱う物質の化学的性質から出

発する場合と物理的挙動に軸足を置く場合が考えられるが，工業装置を開発し

て設計し製作・建設するという視点に立つならば，後者によるアプローチ，す

なわち物質の移動と平衡から，学んでいくのがより実際的なように思われる．

本書は，学部学生や院生のための教科書・参考書として，また若手研究者や

技術者の入門書として活用されることを企図し，公益社団法人化学工学会の会

誌「化学工学」(2015 年 1 月～ 4 月)に掲載された小特集『分離の基礎を数学

力で学び直そう』を大幅に改変したものである．改変の骨子は，①学ぶべきポ

イントが何かを明確にし，②ポイントになる事象解明の手順と数学力の必要性

を理解するとともに，③理解を深耕すべく演習にチャレンジすること，にある．

なお本書では，演習の解答はヒントと略解のみを記載するにとどめたが，数

式の誘導など難解な演習も含まれていることから，詳しい解答は「詳細解答

編」として分離技術会のホームページにアップロードした．関心あれば下記ア

ドレスにアクセスして閲読されるか，ダウンロードして利用されたい(無償)．

   http://www.sspej.gr.jp/publications/related_books.html

   (分離技術会の販売する書籍一覧)

2016年 陽春

相 良  紘
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